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　　９月５日（ 第１日）
　　 ・ 会期決定、 議案提案説明
　　９月１４日・15日（ 第２日・３日）
　　 ・ 一般質問（ ７名）

　　９月２０日（ 第４日）
　　 ・ 追加議案提案説明
　　　　 ・ 決算審査特別委員会の設置
　　　　 ・ 議案審議
　　９月２１日（ 第５日）
　　 ・ 議案審議、 発議案件

　９月定例会のあらまし

　定例会

第３回

定例会

〇
令
和
５
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
4
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

８
億
３
３
０
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
３
０
億
９
９
２
０
万
円

　
主
な
補
正
内
容

【
総
務
費
】

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

２
億
９
７
０
０
万
円

・
庁
舎
等
整
備
基
金
積
立
金

５
０
０
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
白
浜
応
援
寄
附
金
事
業

２
億
円

・
耐
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

５
４
０
６
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
松
林
保
全
対
策
事
業

４
３
０
万
円

【
観
光
費
】

・
体
験
型
観
光
強
化
事
業
補
助
金

　　　
４
０
０
万
円

【
土
木
費
】

・
道
路
維
持
補
修
事
業

１
０
０
０
万
円

・
町
道
柳
橋
小
谷
線
道
路
補
修
事
業

３
９
０
０
万
円

・
小
房
橋
修
繕
事
業

１
３
４
０
万
円

・
血
深
川
浸
水
対
策
事
業４

２
０
０
万
円

【
災
害
復
旧
費
】

・
林
道
熊
野
川
線
災
害
復
旧
事
業

５
２
１
万
円

・
町
道
柳
橋
小
谷
線
災
害
復
旧
事
業

２
８
０
０
万
円

〇
令
和
５
年
度
白
浜
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

６
７
７
万
４
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

28
億
３
２
３
４
万
円

〇
令
和
５
年
度
白
浜
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

１
億
３
３
２
０
万
２
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

35
億
９
５
０
６
万
７
千
円

　
補
正
予
算

〇
白
浜
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼

却
施
設
等
）長
期
整
備
工
事（
そ
の
２
）

【
工
事
場
所
】

　
白
浜
町
保
呂
７
４
９
番
地

【
契
約
金
額
】

８
８
９
９
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　
大
阪
府
大
阪
市
北
区
堂
島
一
丁
目　  

  

６
番
20
号

　
荏
原
環
境
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社

　
西
日
本
支
店

　
支
店
長　
山
内　
秀
洋

〇
白
浜
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
白
浜
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
白
浜
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

〇
第
26
期
南
紀
白
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

放
送
株
式
会
社
経
営
状
況
の
提
出
に

つ
い
て

〇
令
和
４
年
度
公
益
財
団
法
人
白
浜

医
療
福
祉
財
団
経
営
状
況
の
提
出
に

つ
い
て

〇
令
和
４
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告
に
つ
い
て

〇
令
和
４
年
度
資
金
不
足
比
率
の
報

告
に
つ
い
て

〇
令
和
４
年
度
白
浜
町
継
続
費
精
算

報
告
に
つ
い
て

　
条
例
改
正

　
報
告

　
契
約
の
締
結
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件　　名 結果

長
野　
莊
一

堅
田　
府
利

溝
口　
耕
太
郎

正
木　
秀
男

廣
畑　
敏
雄

横
畑　
真
治

西
尾　
智
朗

水
上　
久
美
子

松
田　
剛
治

小
森　
一
典

黒
田　
武
士

辻　
成
紀

専決処分の承認について（ 損害賠償の額を定めるこ
と） 承認 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について（ 白浜町清掃センター
（ごみ焼却施設等） 長期整備工事（ その２）） 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町印鑑条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町営住宅条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町火災予防条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度白浜町一般会計補正予算（ 第４号） 議定
について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度白浜町国民健康保険事業特別会計補正
予算（ 第２号） 議定について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度白浜町介護保険特別会計補正予算（ 第２
号） 議定について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度白浜町下水道事業特別会計補正予算（ 第
１号） 議定について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度白浜町水道事業特別会計未処分利益剰
余金の処分について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町の辺地（ 川添辺地） に係る公共的施設の総
合整備計画の変更について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田辺西牟婁地区消防通信指令事務協議会を組織す
る地方公共団体の数の増加及びこれに伴う規約の変
更に関する協議について

可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議案等に対する賛成者は「○」、 反対者は「×」とし、 議長は通常、 採決に加わらないため、「 /」 としています。

※議案審議等の詳細を４ページから５ページに掲載しています。

議案等の審議結果一覧　　９月定例会

〇
令
和
５
年
度
白
浜
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

収
益
的
収
支　　　　　
４
４
６
万
４
千
円

資
本
的
収
支　　　　　　　　 

７
９
８
万
円

・
補
正
後
の
収
支
予
算
総
額

収
益
的
収
支　
３
億
５
３
６
２
万
３
千
円

資
本
的
収
入　　　　　
２
億
６
８
３
０
万
円

資
本
的
支
出　　   　
３
億
６
５
９
６
万
円

〇
田
辺
西
牟
婁
地
区
消
防
通
信
指
令

事
務
協
議
会
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
増
加
及
び
こ
れ
に
伴
う

規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

【
変
更
理
由
】

　
古
座
川
町
、
串
本
町
及
び
日
高
広

域
消
防
事
務
組
合
の
田
辺
西
牟
婁
地

区
消
防
通
信
指
令
事
務
協
議
会
へ
の

加
入
に
伴
い
、
規
約
を
変
更
。

〇
白
浜
町
の
辺
地
（
川
添
辺
地
）
に

係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

【
主
な
変
更
内
容
】

　

公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
に
「
林

道
熊
野
川
線
改
良
事
業
」
を
追
加
。

　
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

　
計
画
の
変
更
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Pick up!  
　定例会や全員協議会等で審議された内容をピックアップしてご紹介します。

◆
事
業
概
要

　

日
置
川
地
域
に
耐
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
等
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
回

線
の
途
絶
時
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

対
策
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
整
備
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
者
情
報

を
適
切
に
取
得
し
、
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
誘
致
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
移
住
者
や
関
係
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

◆
事
業
内
容

①
日
置
川
地
域
５
か
所
に
基
地
局
を
設
置
し
、

W
i-F

i

に
よ
る
無
線
接
続
を
整
備

②
基
地
局
に
て
フ
リ
ーW

i-F
i

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
者
か
ら
情
報
を
取
得
す
る

た
め
の
同
意
管
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
導
入

④
キ
ャ
リ
ア
回
線
の
途
絶
時
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

の
た
め
の
衛
星
通
信
を
確
保

耐
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

 

５
４
０
６
万
円

◆
事
業
概
要

　
子
育
て
に
不
安
・
困
難
を
抱
え
る
世
帯
や
児
童

相
談
件
数
の
増
加
な
ど
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
顕

在
化
し
て
き
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年

４
月
１
日
を
目
途
に「
児
童
福
祉
」
と「
母
子
保
健
」

の
機
能
を
一
体
化
し
た
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
包
括
的
な
支

援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
質
疑
概
要

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て
、「
地
域

資
源
の
開
拓
」
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
い
っ
た

事
業
を
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答
現
時
点
で
は
、
既
存
の
事
業
を
う
ま
く
活
用
し

て
子
育
て
施
策
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
組
む
予
定

と
し
て
い
る
。
今
後
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
本

格
始
動
す
れ
ば
、
民
間
企
業
等
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
新
た
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置

第３回定例会 全員協議会

◆
事
業
概
要

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
地
方
公
共
団
体
に
寄
附

し
た
場
合
、
住
民
税
や
所
得
税
が
一
定
限
度
ま
で

控
除
さ
れ
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
受
入
実
績

を
も
と
に
、
ふ
る
さ
と
白
浜
応
援
寄
附
金
の
収
入

予
算
総
額
を
４
億
円
か
ら
６
億
円
に
増
額
す
る
も
の

で
す
。
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
寄
附
者
へ
の
お
礼

産
品
や
事
務
経
費
へ
の
充
当
、
寄
附
者
か
ら
指
定
い

た
だ
い
た
分
野
に
応
じ
て
町
の
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
貴
重
な
町
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
寄
附
金
活
用
実
績
（
令
和
４
年
度
）

①
地
域
振
興
に
関
す
る
事
業
　
　
　
３
３
０
０
万
円

②
環
境
保
全
等
に
関
す
る
事
業 　　  

２
１
０
０
万
円

③
福
祉
の
充
実
に
関
す
る
事
業　　　　
１
６
０
０
万
円

④
観
光
、
商
工
、
農
林
水
産
業
等
の
振
興
に
関
す

る
事
業                                    

２
２
０
０
万
円

⑤
教
育
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
事
業

　　                                          

２
５
０
０
万
円

⑥
事
業
指
定
な
し
（
町
長
に
お
ま
か
せ
）

                                        　　　 

８
７
０
０
万
円

・
合
計           　　　　　　          　 

２
億
４
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
白
浜
応
援
寄
附
金
事
業

　
　
　
　

     　
　
　
　
　

 

２
億
円

◆
事
業
概
要

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
公
共
交
通
に
お
い
て

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
中
、
住
民
、
来
訪
者
の
誰

も
が
快
適
に
利
用
で
き
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
公
共
交
通
体
系
を
維
持
・確
保
す
る
た
め
、「
白

浜
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
質
疑
概
要

問
公
共
交
通
が
利
用
し
づ
ら
い
地
域
の
解
消
に
向

け
、「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等

の
地
域
住
民
と
の
連
携
に
よ
る
交
通
手
段
の
確
保
」

を
前
倒
し
て
進
め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
地
域
住
民
と
の
連
携
が
不
可
欠
な
取
り
組
み
と

な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
か
ら
そ
う
い
っ
た
声
が
あ
れ

ば
前
倒
し
で
進
め
て
い
く
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。

問
公
共
交
通
の
課
題
解
決
手
段
と
し
て
、
自
動
運

転
技
術
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
活
用
の
考
え
は
。

答
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
は
便
利
で
あ
る
反
面
、
導
入
コ
ス
ト

が
安
価
で
な
い
こ
と
か
ら
、
既
存
の
公
共
交
通
を
活

用
し
て
課
題
の
解
決
を
図
り
た
い
と
考
え
る
。

白
浜
町
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定

第３回定例会 全員協議会

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

◇
南
紀
白
浜
旅
先
納
税
を
関
西
初
導
入

　　
白
浜
町
で
は
、
南
紀
白
浜
旅
先
納
税
を
関
西
初

導
入
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　　

旅
先
納
税
と
は
、
旅
行
や
出
張
・
お
出
か
け
で

訪
れ
た
地
域
に
寄
附
を
行
い
、
返
礼
品
と
し
て
そ
の

地
域
内
で
利
用
可
能
な
電
子
商
品
券
を
受
け
取
り
、

地
域
内
の
加
盟
店
舗
で
す
ぐ
に
利
用
が
で
き
る
新
た

な
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
す
。
白
浜
町
の
電
子
商
品

券
は
南
紀
白
浜
e
街
ギ
フ
ト
「Y

a
n
ico

」
で
す
。

　　

※
「Y

a
n
ico

」
は
白
浜
町
内
の
飲
食
や
宿
泊
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
の
代
金
と
し
て
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

◇
白
浜
町
で
保
育
園
留
学
し
ま
せ
ん
か
？

　　
保
育
園
留
学
と
は
、
１
週
間
か
ら
３
週
間
、
子
ど

も
が
保
育
園
に
通
い
な
が
ら
家
族
で
地
域
に
滞
在
で

き
る
暮
ら
し
体
験
の
こ
と
で
す
。

　　
白
浜
町
で
は
、
本
年
10
月
か
ら
日
置
保
育
園
で

保
育
園
留
学
を
開
始
し
、
地
域
と
子
育
て
家
族
を
つ

な
ぎ
、
長
期
的
な
関
係
人
口
を
創
出
す
る
こ
と
で
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
園
留
学
に
か
か
る
費
用
の
支
払
い
に
、

南
紀
白
浜
旅
先
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
受
け
取
れ
る

電
子
商
品
券
（
南
紀
白
浜
e
街
ギ
フ
ト
「Y

a
n
ico

」）

が
活
用
で
き
る
な
ど
、
保
育
園
留
学
の
取
り
組
み
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
事
業
概
要

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
も
変

わ
る
こ
と
な
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
に

は
、
積
極
的
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
・
働
き
方
の
改
革
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
町
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
、
時

期
を
具
体
化
し
、
着
実
か
つ
迅
速
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す

る
た
め
、
白
浜
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
質
疑
概
要

問
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
デ
ジ
タ
ル
・

デ
バ
イ
ド
対
策
（
情
報
通
信
技
術
を
利
用
で
き
る
者

と
利
用
で
き
な
い
者
と
の
間
に
も
た
ら
さ
れ
る
格
差

の
是
正
）
が
課
題
と
考
え
る
が
、
白
浜
町
で
は
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
デ
ジ
タ
ル
化
の

恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
時
間
を
か
け
て
啓
発
す

る
と
と
も
に
、
情
報
格
差
の
是
正
に
向
け
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
教
室
等
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

白
浜
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
策
定

全員協議会

　審議詳細
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Pick up!  
　定例会や全員協議会等で審議された内容をピックアップしてご紹介します。

◆
事
業
概
要

　

日
置
川
地
域
に
耐
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
等
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
回

線
の
途
絶
時
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

対
策
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
整
備
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
者
情
報

を
適
切
に
取
得
し
、
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
誘
致
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
移
住
者
や
関
係
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

◆
事
業
内
容

①
日
置
川
地
域
５
か
所
に
基
地
局
を
設
置
し
、

W
i-F

i

に
よ
る
無
線
接
続
を
整
備

②
基
地
局
に
て
フ
リ
ーW

i-F
i

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
者
か
ら
情
報
を
取
得
す
る

た
め
の
同
意
管
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
導
入

④
キ
ャ
リ
ア
回
線
の
途
絶
時
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

の
た
め
の
衛
星
通
信
を
確
保

耐
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

 

５
４
０
６
万
円

◆
事
業
概
要

　
子
育
て
に
不
安
・
困
難
を
抱
え
る
世
帯
や
児
童

相
談
件
数
の
増
加
な
ど
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
顕

在
化
し
て
き
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年

４
月
１
日
を
目
途
に「
児
童
福
祉
」
と「
母
子
保
健
」

の
機
能
を
一
体
化
し
た
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
包
括
的
な
支

援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
質
疑
概
要

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て
、「
地
域

資
源
の
開
拓
」
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
い
っ
た

事
業
を
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答
現
時
点
で
は
、
既
存
の
事
業
を
う
ま
く
活
用
し

て
子
育
て
施
策
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
組
む
予
定

と
し
て
い
る
。
今
後
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
本

格
始
動
す
れ
ば
、
民
間
企
業
等
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
新
た
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置

第３回定例会 全員協議会

◆
事
業
概
要

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
地
方
公
共
団
体
に
寄
附

し
た
場
合
、
住
民
税
や
所
得
税
が
一
定
限
度
ま
で

控
除
さ
れ
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
受
入
実
績

を
も
と
に
、
ふ
る
さ
と
白
浜
応
援
寄
附
金
の
収
入

予
算
総
額
を
４
億
円
か
ら
６
億
円
に
増
額
す
る
も
の

で
す
。
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
寄
附
者
へ
の
お
礼

産
品
や
事
務
経
費
へ
の
充
当
、
寄
附
者
か
ら
指
定
い

た
だ
い
た
分
野
に
応
じ
て
町
の
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
貴
重
な
町
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
寄
附
金
活
用
実
績
（
令
和
４
年
度
）

①
地
域
振
興
に
関
す
る
事
業
　
　
　
３
３
０
０
万
円

②
環
境
保
全
等
に
関
す
る
事
業 　　  

２
１
０
０
万
円

③
福
祉
の
充
実
に
関
す
る
事
業　　　　
１
６
０
０
万
円

④
観
光
、
商
工
、
農
林
水
産
業
等
の
振
興
に
関
す

る
事
業                                    

２
２
０
０
万
円

⑤
教
育
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
事
業

　　                                          

２
５
０
０
万
円

⑥
事
業
指
定
な
し
（
町
長
に
お
ま
か
せ
）

                                        　　　 
８
７
０
０
万
円

・
合
計           　　　　　　          　 

２
億
４
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
白
浜
応
援
寄
附
金
事
業

　
　
　
　

     　
　
　
　
　

 

２
億
円

◆
事
業
概
要

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
公
共
交
通
に
お
い
て

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
中
、
住
民
、
来
訪
者
の
誰

も
が
快
適
に
利
用
で
き
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
公
共
交
通
体
系
を
維
持
・確
保
す
る
た
め
、「
白

浜
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
質
疑
概
要

問
公
共
交
通
が
利
用
し
づ
ら
い
地
域
の
解
消
に
向

け
、「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等

の
地
域
住
民
と
の
連
携
に
よ
る
交
通
手
段
の
確
保
」

を
前
倒
し
て
進
め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
地
域
住
民
と
の
連
携
が
不
可
欠
な
取
り
組
み
と

な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
か
ら
そ
う
い
っ
た
声
が
あ
れ

ば
前
倒
し
で
進
め
て
い
く
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。

問
公
共
交
通
の
課
題
解
決
手
段
と
し
て
、
自
動
運

転
技
術
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
活
用
の
考
え
は
。

答
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
は
便
利
で
あ
る
反
面
、
導
入
コ
ス
ト

が
安
価
で
な
い
こ
と
か
ら
、
既
存
の
公
共
交
通
を
活

用
し
て
課
題
の
解
決
を
図
り
た
い
と
考
え
る
。

白
浜
町
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定

第３回定例会 全員協議会

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

◇
南
紀
白
浜
旅
先
納
税
を
関
西
初
導
入

　　
白
浜
町
で
は
、
南
紀
白
浜
旅
先
納
税
を
関
西
初

導
入
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　　

旅
先
納
税
と
は
、
旅
行
や
出
張
・
お
出
か
け
で

訪
れ
た
地
域
に
寄
附
を
行
い
、
返
礼
品
と
し
て
そ
の

地
域
内
で
利
用
可
能
な
電
子
商
品
券
を
受
け
取
り
、

地
域
内
の
加
盟
店
舗
で
す
ぐ
に
利
用
が
で
き
る
新
た

な
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
す
。
白
浜
町
の
電
子
商
品

券
は
南
紀
白
浜
e
街
ギ
フ
ト
「Y

a
n
ico

」
で
す
。

　　

※
「Y

a
n
ico

」
は
白
浜
町
内
の
飲
食
や
宿
泊
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
の
代
金
と
し
て
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

◇
白
浜
町
で
保
育
園
留
学
し
ま
せ
ん
か
？

　　
保
育
園
留
学
と
は
、
１
週
間
か
ら
３
週
間
、
子
ど

も
が
保
育
園
に
通
い
な
が
ら
家
族
で
地
域
に
滞
在
で

き
る
暮
ら
し
体
験
の
こ
と
で
す
。

　　
白
浜
町
で
は
、
本
年
10
月
か
ら
日
置
保
育
園
で

保
育
園
留
学
を
開
始
し
、
地
域
と
子
育
て
家
族
を
つ

な
ぎ
、
長
期
的
な
関
係
人
口
を
創
出
す
る
こ
と
で
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
園
留
学
に
か
か
る
費
用
の
支
払
い
に
、

南
紀
白
浜
旅
先
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
受
け
取
れ
る

電
子
商
品
券
（
南
紀
白
浜
e
街
ギ
フ
ト
「Y

a
n
ico

」）

が
活
用
で
き
る
な
ど
、
保
育
園
留
学
の
取
り
組
み
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
事
業
概
要

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
も
変

わ
る
こ
と
な
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
に

は
、
積
極
的
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
・
働
き
方
の
改
革
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
町
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
、
時

期
を
具
体
化
し
、
着
実
か
つ
迅
速
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す

る
た
め
、
白
浜
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
質
疑
概
要

問
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
デ
ジ
タ
ル
・

デ
バ
イ
ド
対
策
（
情
報
通
信
技
術
を
利
用
で
き
る
者

と
利
用
で
き
な
い
者
と
の
間
に
も
た
ら
さ
れ
る
格
差

の
是
正
）
が
課
題
と
考
え
る
が
、
白
浜
町
で
は
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
デ
ジ
タ
ル
化
の

恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
時
間
を
か
け
て
啓
発
す

る
と
と
も
に
、
情
報
格
差
の
是
正
に
向
け
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
教
室
等
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

白
浜
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
策
定

全員協議会
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答
　
年
次
計
画
を
立
て
、
計
画
的
に
維
持
管
理
を
行
う

　
問
　
廃
校
と
な
っ
た
校
舎
も
適
切
に
維
持
管
理
す
べ
き
で
は

長
な が の

野 莊
そ う い ち

一 議員

問
椿
小
学
校
の
校
舎
、
周
辺
施
設
の

維
持
管
理
が
出
来
て
い
な
い
と
思
う
が
い

か
が
か
。
ま
た
、
今
後
の
維
持
管
理
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
教
育
委
員
会
が
管
理
し
て
い
く
べ
き

大
切
な
財
産
に
も
関
わ
ら
ず
、
適
切
な

維
持
管
理
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　
今
後
は
、
職
員
間
で
十
分
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
計
画
的
に
維
持
管
理
が
で

き
る
よ
う
年
次
計
画
を
立
て
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

友
好
都
市
提
携

問
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
国
、

ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
、
韓
国
果
川
市
、

韓
国
泰
安
郡
と
の
今
後
の
交
流
に
つ
い

て
伺
う
。

答
韓
国
果
川
市
、
韓
国
泰
安
郡
と
は

情
勢
を
見
な
が
ら
交
流
再
開
意
思
の
確

認
や
今
後
の
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
は
ホ
ノ
ル
ル
市
と

友
好
都
市
提
携
20
周
年
と
な
る
こ
と
か

ら
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
町
内

経
済
団
体
等
と
も
連
携
し
て
、
今
後
も

交
流
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問
マ
イ
ナ
保
険
証
に
代
わ
る
資
格
確
認

書
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

答
資
格
確
認
書
と
は
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
被
保
険
者
等
記
号
・
番
号
、
保

険
者
情
報
な
ど
医
療
機
関
等
に
お
け
る

被
保
険
者
資
格
の
確
認
に
必
要
な
項
目

が
記
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

（ 廃校となった椿小学校）

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

　一般質問

一般

質問

質問議員　/　質問事項

〇松田　剛治　議員（ ８ページ）
　 ・ 子育て支援について

　 ・ 奨学金返還制度について

　 ・ 水害における被災家屋認定調査の官民連携につ

　　　いて

〇廣畑　敏雄　議員（ ９ページ）
　 ・ 窓口での「 軟骨伝導補助イヤホン」 の設置につ

　　　いて

　 ・ 学校給食の無償化について

　 ・ マイナンバーカードの健康保険証の利用について

〇小森　一典　議員（ ９ページ）
　 ・ 玉伝 ・ 大地区消防ポンプ取水場の整備について

　 ・ 才野地区 ・ 高台エリアにおける住環境整備につ　

　　　いて

質問議員　/　質問事項

○長野　莊一　議員（ ６ページ）
   ・ 廃校になっている椿小学校の維持管理について

   ・ 友好都市提携について

   ・ マイナンバーカードについて

○横畑　真治　議員（ ７ページ）
　 ・ 町営墓地について

　 ・ 防風林について

〇水上　久美子　議員（ ７ページ）
　 ・ パートナーシップ、 ファミリーシップ宣誓、 導入に

     ついて

　 ・ こども家庭センターとこども基本法、 少子化、 学

　　　校について

〇辻　成紀　議員（ ８ページ）
　 ・ 公営住宅等について

　 ・ 人口減少と地域振興について

　 ・ 松枯れ対策について
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答
　
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
空
間
を
目
指
す

　
問
　
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
町
営
墓
地
の
あ
り
方
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

横
よこはた

畑 真
し ん じ

治 議員

問
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
墓
地
の

需
要
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
墓
地

の
規
模
や
形
態
等
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
の
町
営
墓

地
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
伺
う
。

答
町
営
墓
地
に
つ
い
て
は
、
公
衆
衛
生

を
中
心
と
し
て
経
営
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
合
祀
墓
や
散
骨
、
樹
木

葬
等
の
新
た
な
墓
地
や
葬
送
へ
の
対
応

は
行
っ
て
い
な
い
。

問
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
影
響
に
よ

り
、
個
人
墓
地
の
維
持
管
理
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
な
ど
、
時
代
の
変
化
や

過
疎
化
の
進
む
中
、
町
営
墓
地
に
つ
い

て
も
持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
必
要
と

感
じ
て
い
る
。
将
来
的
に
町
営
墓
地
に

共
同
墓
地
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

（ お墓参りのイメージ図）

　
　
答
　
多
様
な
性
の
正
し
い
知
識
の
理
解
促
進
に
取
り
組
む

　
問
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
等
導
入
の
考
え
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

水
みずかみ

上 久
く み こ

美子 議員

問
多
様
な
人
の
幸
せ
、
権
利
を
認
め

る
た
め
に
白
浜
町
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
導
入
に
つ

い
て
答
弁
を
求
め
る
。

答
宣
誓
制
度
の
導
入
は
法
整
備
な
ど
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
ま
ず
は
、
多
様
な

性
に
関
す
る
理
解
促
進
に
向
け
、
引
き

続
き
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も

基
本
法
、
少
子
化
、
学
校

問
偏
見
や
差
別
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
学
校

現
場
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
保
健
や
道
徳
の
学
習
、
研
修
会
等
に

お
い
て
、
多
様
な
性
に
つ
い
て
の
理
解
、

学
習
を
進
め
て
い
る
。

問
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る
授

業
進
捗
と
動
作
環
境
の
問
題
は
。

答
現
時
点
の
最
善
に
近
い
動
作
環
境
を

整
え
、
個
別
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
協

働
的
な
学
習
場
面
で
も
活
用
し
て
い
る
。

問
家
庭
で
の
教
育
意
識
の
差
や
経
済
格

差
が
生
徒
の
学
習
意
欲
、
習
熟
度
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
は
い
か
が
か
。

答
生
ま
れ
た
環
境
で
子
ど
も
た
ち
の

将
来
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
学
校
現
場
で
の
学
び
に
加
え
、

家
庭
と
の
連
携
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
主
語
に

す
る
学
校
教
育
の
実
現
」
を
目
指
し
、

学
習
者
中
心
の
授
業
を
創
造
す
る
等
、

児
童
生
徒
の
成
長
の
た
め
、
全
力
で
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

（ GIGA 端末を使っての授業）

答
提
案
の
あ
っ
た
共
同
墓
地
に
な
る
と
、

町
の
責
任
に
お
い
て
遺
骨
を
管
理
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
自
治
体

や
民
営
の
墓
地
等
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

防
風
林

問
町
内
に
防
風
林
と
言
わ
れ
る
場
所

は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
。
ま
た
、
白
浜
町

内
で
も
所
有
地
の
関
係
で
維
持
管
理
が

様
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

答
当
町
で
防
風
を
目
的
と
し
た
保
安

林
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
５
箇

所
で
あ
る
。
議
員
の
ご
指
摘
の
と
お
り
、

所
有
地
や
森
林
の
所
有
者
な
ど
の
関
係

か
ら
、
そ
の
維
持
管
理
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
る
。
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答
　
若
者
移
住
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く

　
問
　
若
者
の
地
方
定
着
に
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
導
入
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

松
ま つ だ

田 剛
たけはる

治 議員

問
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
、
若
者
の
地

方
定
着
を
促
す
「
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
」
を
本
町
で
も
実
施
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
に

つ
い
て
伺
う
。

答
移
住
支
援
は
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
単
体
の
取
り
組
み
と
し
て
実
施
す
る

の
で
は
な
く
、
各
分
野
の
事
業
を
組
み

合
わ
せ
て
効
果
的
な
施
策
と
で
き
る
よ

う
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。

被
災
家
屋
認
定
調
査
の
官
民
連
携

問
水
害
に
お
け
る
被
害
家
屋
認
定
調

査
で
の
罹
災
証
明
書
の
発
行
を
円
滑
に

す
る
た
め
、
損
害
保
険
会
社
と
の
官
民

連
携
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
答
　
地
域
活
性
化
に
向
け
、
空
家
も
含
め
た
利
活
用
を
研
究

　
問
　
地
域
活
性
化
に
向
け
た
公
営
住
宅
活
用
の
考
え
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

辻
つじ

 成
せ い き

紀 議員

問
安
宅
改
良
住
宅
の
安
全
面
、
衛
生

面
を
考
慮
し
て
、
撤
去
も
含
め
た
維
持

管
理
の
早
急
な
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
今
後
も
現
状
把
握
に
努
め
、
限
ら
れ

た
財
源
等
を
効
率
的
、
効
果
的
に
活
用

し
な
が
ら
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
く
。

問
入
居
者
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
募
集
方
法
の
工
夫
や
他
の
自
治
体
の

取
り
組
み
も
参
考
に
、
将
来
的
な
対
策

も
含
め
た
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
と
地
域
振
興

問
人
口
減
少
の
歯
止
め
と
な
る
施
策
と

し
て
、
高
校
生
の
通
学
補
助
実
施
は
。

答
高
校
生
の
通
学
方
法
が
、
電
車
・
バ

ス
、
自
転
車
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
助

成
の
範
囲
や
対
象
な
ど
整
合
性
の
観
点

か
ら
現
時
点
で
実
施
困
難
と
考
え
る
。

（ 上 ： H11 年築安宅第一団地
　　下 ： S54 年築安宅改良団地）

答
官
民
連
携
に
よ
り
効
率
化
が
図
ら
れ

て
い
る
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣

市
町
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
今
後
、
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援

問
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
支
援
と
し
て

も
、
恒
久
的
な
給
食
費
の
無
償
化
の
実

現
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
財
源

は
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
進
め
て

み
て
は
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
無
償
化
の
財
源
を
ふ
る
さ
と
納
税
と

仮
定
し
た
場
合
、
新
た
に
恒
久
的
な
寄

附
が
約
１
億
８
０
０
０
万
円
必
要
と
な

る
の
で
財
源
の
確
保
が
困
難
と
考
え
て

い
る
。
引
き
続
き
、
国
県
の
補
助
の
有

無
や
、
周
辺
市
町
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

問
山
間
地
域
で
は
買
い
物
や
通
学
が
不

便
。
行
政
の
助
け
が
必
要
と
考
え
る
。

答
過
疎
計
画
に
基
づ
く
「
交
通
施
設
の

整
備
」
や
「
集
落
の
整
備
」
な
ど
、
必

要
な
事
業
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
で

日
置
川
地
域
に
点
在
す
る
山
間
地
域
の

住
民
の
生
活
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

松
枯
れ
対
策

問
枯
れ
た
松
の
後
に
松
苗
を
植
栽
し
、

松
林
を
維
持
し
て
い
く
考
え
は
。

答
植
栽
を
す
る
の
は
そ
ん
な
に
難
し
い

こ
と
で
は
な
い
が
、
松
林
を
将
来
に
わ

た
っ
て
維
持
し
て
い
く
に
は
、
地
域
ぐ
る

み
の
取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と
も
非
常

に
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
地
域
や
関
係

者
と
協
議
・
連
携
を
し
な
が
ら
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　一般質問

（ 負担となる奨学金返済の図）
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答
　
円
滑
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
き
め
細
か
な
対
応
を
徹
底

　
問
　
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

廣
ひろはた

畑 敏
と し お

雄 議員

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
申
請
に
よ
り

交
付
さ
れ
る
中
、
様
々
な
個
人
情
報
の

紐
づ
け
に
際
し
て
多
く
の
事
故
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、
個
人
情
報
の
漏
洩
が
心

配
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
報
道
に
よ
る
と
、
６
月
に
行
っ

た
「
健
康
保
険
証
の
廃
止
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
一
本
化
」
に
関
す
る
世

論
調
査
で
は
、
保
険
証
廃
止
の
撤
回
と

延
期
を
求
め
た
人
は
合
わ
せ
て
約
77
％

あ
り
、
健
康
保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る

資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
従
来
の
健
康
保
険
証
を
発
行
す
れ

ば
安
心
安
全
で
費
用
も
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
社
会
的
弱

者
に
し
わ
寄
せ
が
く
る
こ
う
し
た
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
町
の
見
解
は
ど
う
か
。

（ 現在の健康保険証）

　
　
答
　
緊
急
度
・
優
先
度
を
見
極
め
、
災
害
対
策
を
進
め
る

　
問
　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
考
え
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

小
こ も り

森 一
かずのり

典 議員

問
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
著
し
い

中
山
間
地
域
に
お
い
て
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
消
防
団
の
出
動
が
必

須
と
な
る
が
、
消
防
団
員
の
減
少
や
消

火
活
動
に
必
要
な
消
火
栓
、
防
火
水
槽

の
整
備
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
白

浜
町
の
中
山
間
地
域
に
お
い
て
も
、
河

川
か
ら
取
水
す
る
場
合
に
備
え
、
県
道

か
ら
河
川
付
近
ま
で
の
道
路
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の
水
利
が

十
分
確
保
で
き
る
と
考
え
る
が
、
当
局

の
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答
地
域
に
お
い
て
有
効
な
水
利
施
設
が

な
い
、
も
し
く
は
水
利
施
設
が
乏
し
い

な
ど
、
様
々
な
地
域
に
お
い
て
消
防
水

利
施
設
を
設
置
及
び
計
画
し
て
い
る
。

　

当
該
地
域
に
お
け
る
有
効
な
消
防
用

水
利
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
今
後
も

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（ 熊野神社近郊）

答
国
は
、
令
和
６
年
秋
の
健
康
保
険
証

廃
止
が
円
滑
に
進
む
よ
う
取
り
組
む
と

し
つ
つ
も
、
全
面
的
な
廃
止
に
つ
い
て
は

「
国
民
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
の
措

置
が
完
了
す
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
て

取
り
組
む
」
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
国
の
動
向
、
方
針

を
注
視
し
な
が
ら
、
適
切
な
運
用
に
努

め
て
い
き
た
い
。

高
台
エ
リ
ア
の
住
環
境
整
備

問
近
年
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
大

津
波
を
懸
念
し
て
、
熊
野
神
社
近
郊
の

高
台
エ
リ
ア
に
住
宅
を
造
成
す
る
住
民

が
増
え
始
め
て
い
る
。

　
第
２
次
白
浜
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
、「
安
心
・
安

全
で
快
適
な
暮
ら
し
の
確
保
」
が
基
本

目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

目
標
の
実
現
に
向
け
て
目
指
し
て
い
る

町
の
方
向
性
並
び
に
住
環
境
整
備
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
う
。

答
住
環
境
の
充
実
以
外
に
も
、
子
育
て

や
教
育
な
ど
の
施
策
を
併
せ
て
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
引
き
続
き
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
廣
畑
議
員
は
「
窓
口

で
の
「
軟
骨
伝
導
補
助
イ
ヤ
ホ
ン
」

の
設
置
に
つ
い
て
」、「
学
校
給
食

の
無
償
化
に
つ
い
て
」
質
問
し
ま

し
た
。
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Ｘ
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10NO.70

日　　程 ： 令和 5 年 7 月 20 日～ 21 日

視察先 ： 大阪府　豊能町議会「 議会タブレット導入とペーパーレス化の取り組みについて」

　　　　　　　　大阪府　熊取町議会「 議会タブレット導入とペーパーレス化の取り組みについて」

参加者 ： 水上委員長、 堅田副委員長、 長野委員、 溝口委員、 松田委員、 正木議長

　所　見

　　視察を行った両町ともに、 タブレット端末の

導入に際して大きなトラブルもなく、 タブレット

端末の活用によって資料の整理 ・ 保管の利便

性が向上し、 議案審議の効率化などが図られ

ている。 また、タブレット端末は議会資料のペー

パーレス化だけでなく、 オンラインでの会議の

開催、 災害時の連絡手段としても活用が可能

であり、 タブレット端末導入による効果は大き

いものと考える。

　　白浜町議会としても、 視察先の取り組みを

参考に、 庁舎内の通信環境の整備、 議員のス

キルアップを図りつつ、 タブレット端末導入を進

めていくべきである。

（ 7/20　大阪府 豊能町議会）

（ 7/21　大阪府 熊取町議会）

　活動報告
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Ｘ
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議会運営委員会

　大阪府　豊能町議会

　　豊能町議会では、 令和４年９月議会から

タブレット端末を用いたペーパーレス議会を

実施している。

　　タブレット端末を導入するにあたり、 利用

者講習会の実施に加え、 タブレット端末を用

いた模擬議会の開催、 紙とタブレット端末を

併用した議会の開催を行っており、 導入後も

大きなトラブルは発生していない。

　　また、 会議で使用する資料をすべてペー

パーレス化するのではなく、 審議の過程にお

いて一部紙資料を併用することで、 審議の

効率化に努めている。

　大阪府　熊取町議会

　　熊取町議会では、 令和２年１２月議会か

らタブレット端末を用いた議会資料のペー

パーレス化を実施している。

  なお、 タブレット端末は、 議会関係の会議

で使用するだけでなく、 災害発生直後の情

報収集、 連絡などをオンラインで行うことを

想定した防災訓練などにも活用している。

　　また、 これまで事務局から議員へ送付し

ていた文書や連絡手段についてもデジタル

化を進めている。

視察研修報告

町議会・町議会議長の主な動き（ ７月～９月）



日 月 火 水 木 金 土
12/3 ４ ５

第１日

提案説明

６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４

第２日

一般質問

１５

第３日

一般質問

１６

１７ １８ １９

第４日

議案審議

２０

第５日

議案審議

２１ ２２ ２３

※次回の定例会は、 １２月５日から２０日まで開催予定です。

　　詳しい日程などは、 議会事務局までお問い合わせください。
　

議会広報特別委員会
　委　員　長　水上久美子
　副委員長　黒田　武士
　委　　　　員　堅田　府利　横畑　真治
　　　　　　　　　　西尾　智朗　辻　　成紀

発行：白浜町議会　　編集：議会広報特別委員会　　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地
TEL ：0739-43-6591　　FAX：0739-43-5888　   　E-mail：gikai@town.shirahama.lg.jp　

１２月定例会

　秋の気配を感じられる季節になってまいり

ました。 この夏は、 コロナの影響もほとんど

なく、 観光地白浜に多くの観光客が訪れ、

以前の賑わいを取り戻してきていると感じら

れました。

　しかし、コロナ禍におけるガソリン、光熱費、

食料品などの生活必需品の値上がりは依

然として続いており、 住民生活や地域経済

に及ぼす影響が深刻化しています。

　議会を“聞いて”
　

　一般質問の様子をＦＭビーチステー

　　ションで放送しています。

　議会を“知って”

　過去の議会だよりについても、

　　ホームページでご覧いただけます。

　議会を“見て”
　

　本会議などの様子をインターネット

　　で録画配信しています。

編 集

後 記

　こうした状況の改善に向けて、 今後も引き続

き、 町と議会が一体となって、 低所得の子育

て世帯を中心に住民生活の支援施策を着実

に推進してまいります。（ 辻）

ＦＭ放送予定

録画配信ＨＰ

議会だよりＨＰ

中学生議会

　８月１８日に中学生議会が開催され、 町内中学校の

生徒７名が中学生議員として登壇し、 中学生ならではの

視点で町に質問や提案を行いました。

全議員研修会（かつらぎ総合文化会館）

　８月４日に全議員研修会が開催され、岡
お か だ

田晃
あきら

講師（大

阪経済大学特別招聘教授） に「 激変する国際情勢と日

本経済の行方」 を演題に講演いただきました。


